
 

 

 

 

 

 

 東日本大震災後の原発事故による風評被害で、大きな打撃を

受けている会津地域。震災後の復興が急務である昨今、明治初

期の荒廃した京都をみごとに再生させた会津藩士「山本覚馬」

の知恵と行動力を紹介し、復興会津のヒントを探ります。 

 

日 時  平成２４年７月２０日（金）１1：００～１２：００ 

場 所  会津若松市生涯学習総合センター「會津稽古堂」 多目的ホール 

定 員  先着１２０名（入場無料） 

講 師  吉村 康 氏 （よしむら やすし） 

                        

 

 

 

 

 

【主催】 会津若松市中心市街地活性化協議会  

【共催】 会津若松商工会議所 
 

 

 
 

【お問合せ】 ㈱まちづくり会津 ☎０２４２-３８-２８２２ 

 

中 心 市 ― ミ セ 化 性 活 地 街 

※定員になり次第、締め切ります 

ナ 
Ｖｏｌ.４ 

【講師プロフィール】 

昭和１４年（1939）京都府生まれ、大阪市立大学経済学部卒。著書に『心眼

の人山本覚馬』『新島八重の生涯』『高杉晋作』『蜷川虎三の生涯』『少年の戦争』

『冬の歌碑松倉米吉の生涯』『春来峠小説前田純孝』『父の列車』ほか多数。 

 

【山本覚馬】会津藩士山本権八の長男。日新館に学び文武兵学を修得、後江戸へ出
て佐久間象山、勝海舟のもとで蘭学、様式砲術を研究。会津藩蘭学所を設置し、会
津軍近代化に功績。明治維新後に京都府顧問として殖産興業に貢献し、府議会初代
議長や京都商工会議所会頭として活躍。また、新島襄の同志社創立に協力した。 

（写真提供／同志社大学） 

会津若松商工会議所では、京都商工会議所等と連携し「八重の桜」支援事業を推進してお

ります。今般のセミナーは支援事業の一環で、更に 9 月下旬に京都舞妓による「京舞」等

を当地で開催する（仮称）会津若松市『復興の集い』を予定しております。 



会津若松市中心市街地活性化協議会（事務局：㈱まちづくり会津） 宛て 

 

ＦＡＸ 0242-３８-２８３３ 

【申込み締切／７月１３日（金）】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

参加者名 所属（団体） 連絡先（TEL） 

   

   

   

   

   

   

   

   

   

   

 

※ご記入いただきました個人情報については、参加者把握以外には使用いたしません。 

中心市街地活性化セミナー 参加申込書 

平成 24 年 7月 20日（金）11：00～12：00 

会津若松市生涯学習総合センター（會津稽古堂） 


